
国語科　年間指導計画（1年）
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(1)ア　音声の働きや仕組みについて、理解を深めること。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
(1)イ　小学校学習指導要領第２章第１節国語の学年別漢字配当表（以下「学年別漢
字配当表」という。）に示されている漢字に加え、その他の常用漢字のうち３００字程度から
４００字程度までの漢字を読むこと。また、学年別漢字配当表の漢字のうち９００字程度
の漢字を書き、文や文章の中で使うこと。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

(1)ウ　事象や行為、心情を表す語句の量を増すとともに、語句の辞書的な意味と文脈上の
意味との関係に注意して話や文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにすること。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

(1)エ　単語の類別について理解するとともに、指示する語句と接続する語句の役割について
理解を深めること。 ○ ○ ○ ○ ○

(1)オ　比喩、反復、倒置、体言止めなどの表現の技法を理解し使うこと。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

(2)ア　原因と結果、意見と根拠など情報と情報との関係について理解すること。 ○ ○ ○ ○ ○

(2)イ　比較や分類、関係付けなどの情報の整理の仕方、引用の仕方や出典の示し方につい
て理解を深め、それらを使うこと。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

(3)ア　音読に必要な文語のきまりや訓読の仕方を知り、古文や漢文を音読し、古典特有の
リズムを通して、古典の世界に親しむこと。 ○ ○ ○ ○ ○ ○

(3)イ　古典には様々な種類の作品があることを知ること。 ○

(3)ウ　共通語と方言の果たす役割について理解すること。 ○

(3)オ　読書が、知識や情報を得たり、自分の考えを広げたりすることに役立つことを理解するこ
と。 ○ ○ ○ ○

Aア　目的や場面に応じて、日常生活の中から話題を決め、集めた材料を整理し、伝え合う
内容を検討すること。 ○ ○

Aイ　自分の考えや根拠が明確になるように、話の中心的な部分と付加的な部分、事実と意
見との関係などに注意して、話の構成を考えること。 ○

Aウ　相手の反応を踏まえながら、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫すること。 ○ ○

Aエ　必要に応じて記録したり質問したりしながら話の内容を捉え、共通点や相違点などを踏ま
えて、自分の考えをまとめること。 ○ ○

Aオ　話題や展開を捉えながら話し合い、互いの発言を結び付けて考えをまとめること。 ○ ○ ○

Bア　目的や意図に応じて、日常生活の中から題材を決め、集めた材料を整理し、伝えたいこ
とを明確にすること。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Bイ　書く内容の中心が明確になるように、段落の役割などを意識して文章の構成や展開を考
えること。 ○ ○ ○ ○

Bウ　根拠を明確にしながら、自分の考えが伝わる文章になるように工夫すること。 ○ ○ ○ ○

Bエ　読み手の立場に立って、表記や語句の用法、叙述の仕方などを確かめて、文章を整える
こと。 ○ ○

Bオ　根拠の明確さなどについて、読み手からの助言などを踏まえ、自分の文章のよい点や改
善点を見いだすこと。

Cア　文章の中心的な部分と付加的な部分、事実と意見との関係などについて叙述を基に捉
え、要旨を把握すること。 ○ ○ ○ ○

Cイ　場面の展開や登場人物の相互関係、心情の変化などについて、描写を基に捉えること。 ○ ○ ○

Cウ　目的に応じて必要な情報に着目して要約したり、場面と場面、場面と描写などを結び付
けたりして、内容を解釈すること。 ○ ○ ○ ○

Cエ　文章の構成や展開、表現の効果について、根拠を明確にして考えること。 ○ ○ ○ ○ ○

Cオ　文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを確かなものにすること。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
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書　写

１　楷書で書こう
〈ねらい〉○小学校で学習した楷書の基本点画の筆使いを理解して，確認することができる。○小学校で学習した楷書の基本点画の筆使いと字形を理解して書くことができる。○字形の整え方と筆順の原則を理解して書くことができる。○毛筆で学習したことを，硬筆に生かすことができる。

２楷書と仮名を調和させて書こう
〈ねらい〉○平仮名の筆使いや筆脈，配列を理解して書くことができる。○楷書に調和する仮名の筆使い，字形を理解して書くことができる。○「いろは歌」や五十音表について理解することができる。○漢字と仮名の大きさや行の中心を理解して書くことができる。
○メモの取り方やレポートの基本的な書き方と，文字の大きさや配列を理解して書くことができる。

３行書で書いてみよう
〈ねらい〉○残されてきた文字や日常生活の文字から，行書とはどんな書体かを理解することができる。○楷書と行書の違いから，行書の点画の特徴などを理解することができる。○行書の筆使いを確かめることができる。○点画の連続と形の変化を理解して書くことができる。
○点画の連続と形の変化を理解して書くことができる。○点画の連続と省略を理解して書くことができる。

◇書き初めを書く
〈ねらい〉○文字の大きさや字間，行の中心などを理解して，配列よく書くことができる。○行書の特徴や配列を理解して書くことができる。

書写　20ｈ

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｂ
 
書
く
こ
と

Ｃ
 
読
む
こ
と

言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上させ，我が国の言語文化
に関わり，思いや考えを伝え合おうとする。 ○

教科書での
配当時数：120h
（書写：20h）

標準授業時数：
140h

（書写：20h）

配当時間 6 11 13 15 12012

1年
1511 10 11 7 9

学校で育成を目指す資質・能力
学習の基盤となる資質・能力

言葉がもつ価値に気付くとともに、進んで読書をし、我が国の言語文化を大切にして、思いや考えを伝え合おうとする態度を養う。
月 ４月 ７月 ８・９月 １０月 時数合計

学習指導要領
における目標

知識及び技能

学びに向かう力、人間性等

社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に親しんだり理解したりすることができるようにする。

思考力、判断力、表現力等 筋道立てて考える力や豊かに感じたり想像したりする力を養い、日常生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを確かなものすることができるようにする。

３月

現実的な諸課題に対応して求められる資質・能力

＜言語能力＞ ＜自分づくり＞

国語科と関連付けた資質・能力

○ 感じたことを言葉にする力 ○ 感情語彙の豊かさ ○ 主体性・積極性

○ 身近な語彙の豊かさ ○ 伝え合うことで自分の考えを深化させる力 ○ 他者を理解する態度・自己を理解する姿勢

○ 相手の思いを受け止めて聞く力 ○ 自分らしさを発揮しようとする姿勢
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(1)ア　言葉には、相手の行動を促す働きがあることに気付くこと。 ○ ○ ○

(1)イ　話し言葉と書き言葉の特徴について理解すること。 ○
(1)ウ　第１学年までに学習した常用漢字に加え、その他の常用漢字のうち３５０字程度か
ら４５０字程度までの漢字を読むこと。また、学年別漢字配当表に示されている漢字を書
き、文や文章の中で使うこと。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
(1)エ　抽象的な概念を表す語句の量を増すとともに、類義語と対義語、同音異義語や多義
的な意味を表す語句などについて理解し、話や文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙
を豊かにすること。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

(1)オ　単語の活用、助詞や助動詞などの働き、文の成分の順序や照応など文の構成につい
て理解するとともに、話や文章の構成や展開について理解を深めること。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

(1)カ　敬語の働きについて理解し、話や文章の中で使うこと。 ○ ○ ○ ○

(2)ア　意見と根拠、具体と抽象など情報と情報との関係について理解すること。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

(2)イ　情報と情報との関係の様々な表し方を理解し使うこと。 ○ ○ ○ ○

(3)ア　作品の特徴を生かして朗読するなどして、古典の世界に親しむこと。 ○ ○ ○ ○

(3)イ　現代語訳や語注などを手掛かりに作品を読むことを通して、古典に表れたものの見方
や考え方を知ること。 ○ ○ ○

(3)エ　本や文章などには、様々な立場や考え方が書かれていることを知り、自分の考えを広げ
たり深めたりする読書に生かすこと。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Aア　目的や場面に応じて、社会生活の中から話題を決め、異なる立場や考えを想定しながら
集めた材料を整理し、伝え合う内容を検討すること。 ○ ○

Aイ　自分の立場や考えが明確になるように、根拠の適切さや論理の展開などに注意して、話
の構成を工夫すること。 ○

Aウ　資料や機器を用いるなどして、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫するこ
と。 ○

Aエ　論理の展開などに注意して聞き、話し手の考えと比較しながら、自分の考えをまとめるこ
と。 ○ ○ ○

Aオ　互いの立場や考えを尊重しながら話し合い、結論を導くために考えをまとめること。 ○ ○

Bア　目的や意図に応じて、社会生活の中から題材を決め、多様な方法で集めた材料を整理
し、伝えたいことを明確にすること。 ○ ○

Bイ　伝えたいことが分かりやすく伝わるように、段落相互の関係などを明確にし、文章の構成や
展開を工夫すること。 ○ ○

Bウ　根拠の適切さを考えて説明や具体例を加えたり、表現の効果を考えて描写したりするな
ど、自分の考えが伝わる文章になるように工夫すること。 ○ ○ ○ ○ ○

Bエ　読み手の立場に立って、表現の効果などを確かめて、文章を整えること。 ○ ○

Bオ　表現の工夫とその効果などについて、読み手からの助言などを踏まえ、自分の文章のよい
点や改善点を見いだすこと。 ○

Cア　文章全体と部分との関係に注意しながら、主張と例示との関係や登場人物の設定の仕
方などを捉えること。 ○ ○ ○

Cイ　目的に応じて複数の情報を整理しながら適切な情報を得たり、登場人物の言動の意味
などについて考えたりして、内容を解釈すること。 ○ ○ ○ ○ ○ ○

Cウ　文章と図表などを結び付け、その関係を踏まえて内容を解釈すること。 ○

Cエ　観点を明確にして文章を比較するなどし、文章の構成や論理の展開、表現の効果につ
いて考えること。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Cオ　文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け、自分の考えを広げたり
深めたりすること。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

学びに向
かう力、人
間性等

主体的に学習に
取り組む態度

C A A B
C C B

C
B
C C C C C C A B B C B C B

C C C C A A C B B C

社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に親しんだり理解したりすることができるようにする。

思考力、判断力、表現力等 論理的に考える力や共感したり想像したりする力を養い、社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

学びに向かう力、人間性等 言葉がもつ価値に認識するとともに、読書を生活に役立て、我が国の言語文化を大切にして、思いや考えを伝え合おうとする態度を養う。

資質・能力の
三つの柱

知識
及び
技能

言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す
る
事
項

学習指導要領
における目標

知識及び技能

月

言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上させ，我が国の言語文
化に関わり，思いや考えを伝え合おうとする。

２年

情
報
の
扱
い
方

に
関
す
る
事
項

我
が
国
の
言
語
文

化

に
関
す
る
事
項

思考力、
判断力、
表現力等

Ａ
 

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

○ 他者を理解する態度・自己を理解する姿勢

○ 相手の思いを受け止めて聞く力 ○ 自分らしさを発揮しようとする姿勢

学校で育成を目指す資質・能力
学習の基盤となる資質・能力 現実的な諸課題に対応して求められる資質・能力

＜言語能力＞ ＜自分づくり＞

国語科と関連付けた資質・能力

○ 感じたことを言葉にする力 ○ 感情語彙の豊かさ ○ 主体性・積極性 ○ 伝え合うことで自分の考えを深化させる力

○ 身近な語彙の豊かさ ○ 伝え合うことで自分の考えを深化させる力

教科書での
配当時数：120h
（書写：20h）

標準授業時数：
140h

（書写：20h）

配当時間 6 11 13 12016 11 10

言語活動（Ａ 話すこと・聞くこと　Ｂ 書くこと　Ｃ 読むこと）

書　写

１　行書で書こう
〈ねらい〉○点画の省略を理解して書くことができる。○筆順の変化を理解して書くことができる。○これまでに学習してきた行書の特徴を理解して書くことができる。

２行書と仮名を調和させ て書いてみよう
〈ねらい〉○点画の連続と配列を理解して書くことができる。○行書に調和する仮名の筆使い，字形を理解して書くことができる。○「いろは歌」や五十音表について理解することができる。○行書と行書に調和する仮名の書き方を理解して，速く書くことを意識することができる。
○行書と仮名の調和や配列を理解して書くことができる。

３学習活動や日常生活に生かして書こう
〈ねらい〉○目的や必要に応じた書き方をするにはどのような点に注意するとよいか，話し合うことができる。○文字の大きさや配列を理解して，読みやすく書くことができる。○目的や必要に応じて，効果的に伝える工夫の仕方を理解することができる。
○読み手を意識して，新聞を書くことができる。○伝える相手を意識して，掲示物に案内を書くことができる。○伝える相手を意識し，書式や配列を理解して，案内状を書くことができる。

◇書き初めを書く
〈ねらい〉○行書の特徴や配列を理解して書くことができる。

書写　20ｈ

59

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｂ
 

書
く
こ
と

Ｃ
 

読
む
こ
と

14 12

２月

13

6月

横
浜
版
で
の
呼
び
方

知
識
・
技
能

○

時数合計４月 ５月 １月１２月１０月 １１月７月 ８・９月 ３月



国語科　年間指導計画（３年）

世
界
は
う
つ
く
し
い
と

握
手

［
聞
く
］
意
見
を
聞

き
、
適
切
さ
を
判
断
す

る 説
得
力
の
あ
る
構
成
を

考
え
よ
う

学
び
て
時
に
之
を
習
ふ

「
論
語
」
か
ら
/
漢
文

の
訓
読

漢
字
に
親
し
も
う
１

文
法
へ
の
扉
１

「
走
っ
て
」
い
る
の
は
誰
？

相
手
や
場
に
応
じ
た
言

葉
遣
い

作
ら
れ
た
「
物
語
」
を

超
え
て

論
理
の
展
開
を
意
識
し

て
書
こ
う

具
体
化
・
抽
象
化

漢
字
１
熟
語
の
読
み
方

漢
字
に
親
し
も
う
２

俳
句
の
可
能
性
/
俳
句

の
創
作
教
室

俳
句
を
味
わ
う

言
葉
の
釣
り
糸
を
垂
ら

す 語
彙
を
豊
か
に

読
書
を
楽
し
む

「
私
の
一
冊
」
を

探
し
に
い
こ
う

本
の
世
界
を
広
げ
よ
う

た
め
に
な
る
っ
て

ど
ん
な
こ
と
？

言
葉
2
和
語
・
漢
語
・

外
来
語

実
用
的
な
文
章
を
読
も
う

報
道
文
を
比
較
し
て
読
も
う

情
報
の
信
頼
性

聞
き
上
手
に
な
ろ
う

挨
拶
原
爆
の
写
真
に
よ

せ
て

漢
字
２
漢
字
の
造
語
力

故
郷

［
推
敲
］
論
理
の
展
開

を
整
え
る

言
葉
3
慣
用
句
・

こ
と
わ
ざ
・
故
事
成
語

複
数
の
意
見
を
読
ん

で
、
考
え
よ
う

考
え
を
効
果
的
に
伝
え

よ
う

漢
字
に
親
し
も
う
３

文
法
へ
の
扉
２
　
「
な
い
」

の違
い
が
わ
か
ら
な
い
？

聴
き
ひ
た
る

初
恋

和
歌
の
世
界

音
読
を
楽
し
む

古
今
和
歌
集
仮
名
序

君
待
つ
と

万
葉
・
古
今
・
新
古
今

夏
草
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
か

ら 和
歌
の
表
現
技
法
/
俳

句
と
俳
諧

つ
な
が
る
古
典
/
古
典

名
作
選

そ
れ
で
も
、
言
葉
を

［
話
し
合
い
］

話
し
合
い
を
効
果
的
に
進

め
よ
う

合
意
形
成
に
向
け
て

話
し
合
お
う

漢
字
３
漢
字
の
ま
と
め

漢
字
に
親
し
も
う
４

本
は
世
界
へ
の
扉

読
書
案
内

本
の
世
界
を
広
げ
よ
う

温
か
い
ス
ー
プ

ア
ラ
ス
カ
と
の
出
会
い

律
儀
な
桜

わ
た
し
を
束
ね
な
い
で

初
日

漢
字
に
親
し
も
う
５

国
語
の
力
試
し

三
年
間
の
歩
み
を

振
り
返
ろ
う

(1)ア　第２学年までに学習した常用漢字に加え、その他の常用漢字の大体を読むこと。ま
た、学年別漢字配当表に示されている漢字について、文や文章の中で使い慣れること。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
(1)イ　理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し、慣用句や四字熟語などにつ
いて理解を深め、話や文章の中で使うとともに、和語、漢語、外来語などを使い分けることを通
して、語感を磨き語彙を豊かにすること。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

(1)ウ　話や文章の種類とその特徴について理解を深めること。 ○ ○ ○ ○

(1)エ　敬語などの相手や場に応じた言葉遣いを理解し、適切に使うこと。 ○ ○ ○

(2)ア　具体と抽象など情報と情報との関係について理解を深めること。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

(2)イ　情報の信頼性の確かめ方を理解し使うこと。 ○ ○ ○ ○

(3)ア　歴史的背景などに注意して古典を読むことを通して、その世界に親しむこと。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

(3)イ　長く親しまれている言葉や古典の一節を引用するなどして使うこと。 ○ ○ ○ ○

(3)ウ　時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いについて理解すること。 ○

(3)オ　自分の生き方や社会との関わり方を支える読書の意義と効用について理解すること。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Aア　目的や場面に応じて、社会生活の中から話題を決め、多様な考えを想定しながら材料
を整理し、伝え合う内容を検討すること。 ○

Aイ　自分の立場や考えを明確にし、相手を説得できるように論理の展開などを考えて、話の
構成を工夫すること。

Aウ　場の状況に応じて言葉を選ぶなど、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫す
ること。 ○

Aエ　話の展開を予測しながら聞き、聞き取った内容や表現の仕方を評価して、自分の考えを
広げたり深めたりすること。 ○ ○

Aオ　進行の仕方を工夫したり互いの発言を生かしたりしながら話し合い、合意形成に向けて
考えを広げたり深めたりすること。 ○ ○ ○

Bア　目的や意図に応じて、社会生活の中から題材を決め、集めた材料の客観性や信頼性を
確認し、伝えたいことを明確にすること。 ○ ○

Bイ　文章の種類を選択し、多様な読み手を説得できるように論理の展開などを考えて、文章
の構成を工夫すること。 ○ ○ ○ ○ ○

Bウ　表現の仕方を考えたり資料を適切に引用したりするなど、自分の考えが分かりやすく伝わ
る文章になるように工夫すること。 ○ ○ ○

Bエ　目的や意図に応じた表現になっているかなどを確かめて、文章全体を整えること。 ○

Bオ　論理の展開などについて、読み手からの助言などを踏まえ、自分の文章のよい点や改善
点を見いだすこと。 ○

Cア　文章の種類を踏まえて、論理や物語の展開の仕方などを捉えること。 ○ ○ ○ ○

Cイ　文章を批判的に読みながら、文章に表れているものの見方や考え方について考えること。 ○ ○ ○ ○ ○

Cウ　文章の構成や論理の展開、表現の仕方について評価すること。 ○ ○ ○ ○ ○ ○

Cエ　文章を読んで考えを広げたり深めたりして、人間、社会、自然などについて、自分の意見
をもつこと。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

学びに向か
う力、人間
性等

主体的に学習に
取り組む態度

C A A C C B C C C C A C C C B C B
C C A A C

書　写

１行書を深めよう
〈ねらい〉○点画の変化と連続を理解して書くことができる。○次の文字への筆脈を理解して書くことができる。

２行書と仮名を調和させて書こう
〈ねらい〉〇点画の連続を理解して書くことができる。〇配列を理解して書くことができる。○行書と仮名の調和や配列を理解して書くことができる。

３身のまわりの多様な表現をとおして文字文化の豊かさにふれ，効果的に文字を書こう
〈ねらい〉○身のまわりで見かける，文字のもつ表現効果について考えることができる。○三年間の学習を生かして効果的に書き，日常生活に生かす意識をもつことができる。

◇書き初めを書く
〈ねらい〉○行書の特徴や配列を理解して書くことができる。○中学校での書写学習のまとめとして，行書で書くことができる。

言
葉
の
特
徴
や
使
い
方

に
関
す
る
事
項

情
報
の
扱
い
方

に
関
す
る
事
項

我
が
国
の
言
語
文
化

に
関
す
る
事
項

知識
及び
技能

思考力、
判断力、
表現力等

言語活動（Ａ 話すこと・聞くこと　Ｂ 書くこと　Ｃ 読むこと）

資質・能力の
三つの柱

言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上させ，我が国の言語文化
に関わり，思いや考えを伝え合おうとする。

Ａ
 
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

Ｂ
 
書
く
こ
と

Ｃ
 
読
む
こ
と

学校で育成を目指す資質・能力

国語科と関連付けた資質・能力

４月

配当時間

月

３年

知識及び技能

思考力、判断力、表現力等

学びに向かう力、人間性等

学習指導要領
における目標

○ 身近な語彙の豊かさ

○ 相手の思いを受け止めて聞く力

○ 感じたことを言葉にする力

＜言語能力＞
学習の基盤となる資質・能力

11

書写　10ｈ

○

教科書での
配当時数：90h
（書写：10h）

標準授業時数：
105h

（書写：10h）

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

横
浜
版
で
の
呼
び
方

76 9011 8 4

１２月 ２月 時数合計

社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に親しんだり理解したりすることができるようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を養い、社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を通して自己を向上させ、我が国の言語文化に関わり、思いや考えを伝え合おうとする態度を養う。
3月

○ 伝え合うことで自分の考えを深化させる力○ 感情語彙の豊かさ

○ 伝え合うことで自分の考えを深化させる力

１月

5

８・９月

10

５月 6月 ７月 １０月 １１月

11 10 7
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